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区 のお知らせ

第225 号( 1)

足 立 区

企 画 室
( 882) 1111

足立区千住一丁目50

無料税務相談
会社、商店等の経営、経理問題
や、税金の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽
にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時～4時。区役所( 1階)
区民相談室。

人 口 調 べ
( 昭和45年6 月1 日現在)
世 帯　177, 510

男　　292, 806

女　　279, 675

計　　572, 481
( 前月より1, 258人増加)

8
月
1
日
か
ら

関
原
(
一
～
三
丁
目
)
、
本
木
(
一
・
二
丁
目
)
が
誕
生

本
木
・

梅
田
地
区
に
住
居
表
示
実
施

昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
、次

の
町
区
域
に
「住
居
表
示
」を
実
施
し

ま
す
。

対
象
区
域
　
本
木
町
一
丁
目
・
本
木

町
二
丁
目
・
梅
田
町
・
興
野
町
・
千
住

八
千
代
町
・
西
新
井
本
町
五
丁
目
の
各

一
部
区
域
。

新
町
名
　
本
木
一
丁
目
(
〇
・
一
五

八
平
方
㌔
㍍
)
・
本
木
二
丁
目
(
〇
・

一
五
八
平
方
㌔
㍍
)
、関
原
一
丁
目
(

〇
・
一
二
四
平
方
㌔
㍍
)
・
関
原
二
丁

目
(
〇
・
二
六
四
平
方
㌔
㍍
)
・
関
原

三
丁
目
(
〇
・
二
六
六
平
方
㌔
㍍
)

。

今
回
実
施
さ
れ
る
面
積
は
、約
〇
・

九
七
〇
平
方
㌔
㍍
。世
帯
数
は
、約
一

万
一
千
世
帯
。こ
れ
で
、住
居
表
示
実

施
面
積
は
、二
五
・
九
四
平
方
㌔
㍍
と

な
り
、
実
施
予

定
面

積
(
三
〇
・
七

六
平
方
㍍
㌔
)
に
対
す
る
割
合
は
、
八

四
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り

ま
し

た
。

住
居
番
号
付
定
申
請
を

―
―
実
施
済
区
域
内
で
の
新
改
築
―
―

す
で
に
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
区

域
内
に
、
新
し
く
家
を
建
て
た
り
、家

の
増
改
築
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
建
物

に
住
居
番
号
を
つ
け
ま
す
の
で
、
必
ず

「
住
居
番
号
付
定
申
請
」
を
お
出
し
く

だ
さ
い
。

隣
り
近
所
の
住
居
番
号
を
見
て
、
か

っ
て
に
番
号
を
用
い
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、届
出
の
際
に
「建
物
の
位
置

を
示
す
地
図
と
平
面
図
」
、
「印
か
ん
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

届
出
先
　
区
役
所
住
居
表
示
課
へ
ど

う
ぞ
。

第十九次住居表示実施区域図

水
洗
便
所
助
成
金

こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
、千
住
地
区

の
大
部
分
が
「水
洗
式
便
所
」に
で
き

る
下
水
道
の
甲
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
都
で
は
そ
の
工
事
費
用

を
一
部
負
担
し
て
「
水
洗
化
」
へ
の
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

水
洗
便
所
に
す
る
た
め
の
助

成
金

助
成
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
…
一
世
帯

の
年
間
合
計
所
得
が
、百
二
十
五
万
円

未
満
で
あ
る
世
帯

助
成
の
条
件
…
(
1
)
く
み
と
り
式
便
所

を
「水
洗
式
」に
改
造
す
る
こ
と
　
(
2
)

甲
地
区
の
告
示
が
あ
っ
て
か
ら
、
翌
々

年
度
末
(
今
回
の
場
合
は
、
昭
和
四
十

八
年
三
月
三
十
一
日
)
ま
で
に
助
成
の

申
請
を
す
る
こ
と

助
成
の
金
額
…
一
万
二
千
五
百
円
以

内
(
た
だ
し
、生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯
、お
よ
び
住
民

税
非
課
税
の
世
帯
で
知
事
が
助
成
を
認

め
た
場
合
は
、三
万
七
千
五
百
円
以
内
)

申
請
手
続
…
工
事
を
す
る
前
に
「助

成
申
請
書
」を
東
京
都
下
水
道
局
北
部

第
一
管
理
事
務
所
(
荒
川
区
荒
川
八
丁

目
二
五
)
に
提
出
し
、助
成
工
事
内
容

の
確
認
を
受
け
、
そ
の
場
合
次
の
も
の

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
1
)
排
水
設
備
計
画
確
認
申
請
書
(
下
水

道
局
指
定
工
事
店
に
依
頼
す
る
)

(
2
)
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本
(
あ
な
た

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
所
管
す
る
区
役

所
の
出
張
所
で
交
付
を
受
け
る
)

(
3
)
世
帯
全
員
の
住
民
税
課
税
証
明
書
(

区
役
所
一
階
の
課
税
課
で
交
付
を
受
け

る
)

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て

い
る
世
帯
は
、
「排
水
設
備
計
画
確
認

申
請
書
」と
「被
保
護
証
明
書
(
足
立
福

祉
事
務
所
で
交
付
を
受
け
る
)
」
だ

け
で
け
っ
こ
う
で
す
。

私
道
に
排
水
設
備
を
す
る
た
め

の
助
成
金

助
成
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
…
水
洗
便

所
に
改
造
す
る
た
め
、私
道
に
下
水
排

水
設
備
が
必
要
と
な
っ
た
世
帯
で
、次

の
条
件
に
合
っ
た
場
合

助
成
の
条
件
…
(
1
)
私
道
の
幅
が
、一

・
八
㍍
以
上
あ
り
、長
さ
が
二
〇
㍍
以

上
あ
る
こ
と
　
(
2
)
都
が
定
め
た
標
準
に

よ
り
排
水
設
備
(
下
水
管
・
汚
水
マ
ス

等
)
を
つ
く
る
こ
と
　
(
3
)
排
水
設
備
に

下
水
を
流
そ
う
と
す
る
も
の
が
十
戸
以

上
あ
り
、各
戸
が
便
所
を
早
急
に
水
洗

式
に
改
造
す
る
こ
と
　
(
4
)
甲
地
区
の
告

示
が
あ
っ
て
か
ら
翌
々
年
度
末
ま
で
に

助
成
申
請
を
す
る
こ
と

助
成
の
金
額
…
都
が
定
め
た
「標
準

工
事
費
」の
「半
分
」を
都
(
下
水
道

局
)
が
助
成
し
、
「四
分
の
一
」を
区
が

助
成
し
ま
す
。(
合
計
七
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
助
成
)

申
請
手
続
…
工
事
費
の
分
担
や
地
主

の
承
諾
、あ
る
い
は
将
来
の
管
理
方
法

な
ど
に
つ
い
て
十
分
話
し
あ
い
、代
表

者
か
ら
「助
成
申
請
書
」を
都
下
水
道

局
第
一
管
理
事
務
所
へ
提
出
す
る
。
そ

の
場
合
、
次
の
も
の
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

(
1
)
私
道
排
水
設
備
計
画
確
認
申
請
書

(
都
下
水
道
局
指
定
工
事
店
に
依
頼
す

る
)
　
(
2
)
私
道
所
有
者
の
「土
地
使
用

承
諾
書
」　
(
3
)
関
係
者
の
「委
任
状
」　
(
4
)

申
請
者
全
員
と
土
地
所
有
者
の

「印
か
ん
証
明
書
」

区
へ
の
助
成
申
請
手
続
…
工
事
が
済

み
都
の
検
査
が
終
わ
る
と
、都
か
ら
「

助
成
金
確
定
通
知
書
」が
交
付
さ
れ
ま

す
代
表
者
は
、こ
れ
を
受
け
た
日
か
ら

三
十
日
以
内
に
、区
役
所
土
木
部
管
理
課

へ
申
請
す
る
。
そ
の
場
合
、
次
の
も

の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(
1
)
私
道
排
水
設
備
助
成
金
交
付
申
請
書

(
2
)
関
係
者
の
「委
任
状
」

(
3
)
申
請
者
全
員
の
「印
か
ん
証
明
書
」

(
4
)
都
の
助
成
金
の
「交
付
確
定
通
知
書

」と
そ
の
「写
し
」一
通

く
わ
し
く
は
、都
下
水
道
局
北
部
第

一
管
理
事
務
所
(
八
〇
二
-
四
六
二
一
)

ま
た
は
、
区
役
所
土
木
部
管
理
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

7
月
6
日
(
月
)か
ら
新
庁
舎
で

第
六
出
張
所
が
移
転
し
ま
す

か
ね
て
別
の
場
所
に
建
設
中
だ
っ
た

第
六
出
張
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
こ

の
七
月
六
日
か
ら
新
し
い
庁
舎
で
事
務

を
行
な
い
ま
す
。

新
所
在
地
　
足
立
一
丁
目
一
七
番
五
号

(
旧
所
在
地
　
足
立
一
丁
目
八
-
九
)

電
話
　
八
八
九
-
〇
三
五
七
(
変
更
な

し
)

所
管
区
域
　
い
ま
ま
で
ど
お
り

規
模
概
要
　
敷
地
面
積
約
一
二
二
七
平
方

㍍
、延
べ
建
て
面
積
約
二
九
五
平
方

㍍
(
一
階
約
一
五
五
平
方
㍍
、二
階
約

一
四
〇
平
方
㍍
)
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り学

習
室
の
ご
利
用
を

新
庁
舎
の
一
階
は
、出
張
所
事
務
室

で
す
が
、二
階
に
「学
習
室
」を
設
け

ま
し
た
。中
学
生
以
下
の
か
た
な
ら
勉

強
や
読
書
室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
時
間
―
午
前
九
時
～
午
後
五
時

(
月
曜
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
)

。

定
員
―
五
〇
名

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第六出 張所 案内図

国
勢調査

の
は
な
し(

2
)

近
年
、
わ

が
国
の
経
済

的
発
展
は
、

世
界
中
の
国

々
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、国
内
で
は
い

ろ
い
ろ
な
問
題
も
で
て
い
ま
す
。

都
会
と
農
村
の
人
口
密
度
の
過
密

と
過
疎
現
象
、こ
れ
は
、国
の
政
治

経
済
を
動
か
す
大
き
な
問
題
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

今
回
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
で

は
、こ
の
よ
う
な
人
口
の
動
き
、

人
口
構
成
の
質
的
変
化
な
ど
に
つ

い
て
、く
わ
し
く
調
査
す
る
予
定

で
す
。例
え
ば
、こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
市
区
町
村
内
の
「小
地
域
別
」

の
統
計
を
出
し
た
り
、通
勤

や
通
学
で
移
動
す
る
人
口
の
統
計

内
容
も
く
わ
し
く
調
査
す
る
こ
と

に
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

な
く
、世
帯
の
構
成
や
住
宅
に
関

す
る
こ
と
も
、
重
点
的
な
統
計
項

目
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
「統
計
法
」と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。日
本
の
国
勢
調
査

は
、世
界
各
国
の
う
ち
で
も
、非

常
に
正
確
度
の
高
い
、
権
威
の
あ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査

は
、十
年
ご
と
に
行
な
う
「規
模

の
大
き
な
調
査
」年
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

(
つ

づ
く
)

再
加
入
で
き
ま
す

十
年
か
け
金
の
国
民
年
金

昨
年
十
二
月
、国
民
年
金
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、特
例
と
し
て
「十
年
間

か
け
金
年
金
」の
払
込
み
を
途
中
で
や

め
て
し
ま
っ
た
人
が
、再
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

再
加
入
で
き
る
人
…
以
前
、国
民
年

金
に
「高
齢
任
意
被
保
険
者
」(
明
治

三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
と

し
て
加
入
し
て
い
て
、途
中
で
そ
の
資

格
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
た
で
、
次

の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合

。

(
1
)
現
在
、厚
生
年
金
な
ど
、公
の
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人

(
2
)
老
齢
(
退
職
)
年
金
を
受
け
て
い
な

い
人
、お
よ
び
将
来
も
受
け
る
こ
と

が
で

き

な
い

人

保
険
料
(
掛
け
金
)
…
月
額
四
五
〇

円
(

た

だ

し

、
過

去
の

国

民

年

金
保

険

料
の

未

納

分

に
つ

い
て

も

、
月
額

四

五

〇

円
と

し

て
昭

和

四
十

七
年

六
月

三

十

日

ま
で

に

納

め
て

い

た

だ
き

ま

す
)

年
金
額
…
六
万
円
(
月
額
五
千
円
)

支
給
開
始
…
満
六
十
五
歳
に
な
っ
た

翌

月

か
ら

支

給

申
込
み
期
間
…
昭
和
四
十
五
年
七
月

一
日
～
同
年
九
月
三
十
日

申
込
み
先
…
区
役
所
国
民
年
金
課

高速足立線も計画決定へ

千住新橋から入谷町まで

先
に
計
画

決
定
さ
れ
た

高
速
六
号

線
に
続
き
、

「高
速
足
立
線
」が
、近
く
開
か
れ
る
東

京
都
市
計
画
地
方
審
議
会
で
審
議
さ

れ
、
計
画
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

高
速
足
立
線
の
コ
ー
ス
…
別
図
の
と

お
り
。

延
長…
約
一
〇
・
七㌔
㍍
、
全
線
高

架
。
完
成
予
定
…
環
七
(
鹿
浜
橋
北
詰
)

か
ら
入
谷
町
(
起
点
)
ま
で
は
昭

和
四
十
八
年
度
、千
住
新
橋
(
終
点
)

か
ら
鹿
浜
橋
ま
で
は
昭
和
五
十
三
年
度

ま
で
に
完
成
の
予
定
。

く
わ
し
く
は
都
首
都
整
備
局
へ

高速道路足立線計画図

水
泳
講
習
会

□
「指
導
者
」養
成
講
習
会

日
時
　
七
月
二
十
日
(
月
)
・
二
十
一
日
(
火
)
二
十
二
日
(
水
)

午
後
六
時
～
九
時

場
所
　
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
-
二
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
満
十
六
歳
以
上
の
か
た
で
、五
〇

㍍
以
上
泳
げ
る
こ
と

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
(
定
員
一
〇
〇
名

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)
　
受
講
料
は
無
料

□
初
心
者
講
習
会

日
時
　
七
月
二
十
三
日
(
木
)
・
二
十
四
日
(
金
)
午
後
六
時
～
九
時

場
所
　
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
満
十
六
歳
以
上
の
か
た

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
(
定
員
一
〇
〇
名

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)
　
受
講
料
は
無
料

※
両
講
習
会
と
も
、健
康
保
険
証
・
水
泳
着
・
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

庭
球
講
習
会

科
目
　
軟
式
庭
球
の
理
論
と
実
技

日
時
　
七
月
十
二
日
(
日
)
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

場
所
　
区
営
「北
千
住
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」(
千
住
緑
町
二
-
一
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
満
十
六
歳
以
上
の
か
た

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
(
定
員
一
〇
〇
名

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)
　

受
講
料
は
無
料

■
趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
で
は
、

次
の
よ
う
な
「趣
味
の
教
室
」を
開
き
ま
す
。お
申
込
み
は
、直
接

セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。電
話
―
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
(
月
曜
日
は

休
館
日
で
す
)

美
容
教
室
《
夏
物
の
着
付
と
美
容
相
談
》
日
時
―
七
月
七
日
(

火
)
午
前
十
時
　
講
師
―
こ
と
ぶ
き
会
美
容
部
員

指
圧
教
室
《
主
婦
に
も
で
き
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
法
》
日
時
―

七
月
十
日
(
金
)
午
後
二
時
　
講
師
―
足
立
区
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会
会
員

生
花
教
室
《
古
流
》
日
時
―
七
月
十
日
(
金
)
午
前
十
時
　
講

師
―
岩
佐
マ
チ
氏
　
教
材
費
―
二
〇
〇
円
(
は
さ
み
持
参
の
こ
と
)

絵
画
教
室
《
人
体
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
日
時
―
七
月
十
一
日
(
土
)

・
二
十
五
日
(
土
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
木
村
林
吉
氏

陶
芸
教
室
《
額
皿
》
日
時
―
七
月
十
九
日
(
日
)
午
後
一
時
三

〇
分
　
講
師
―
久
保
勝
哉
氏

手
芸
教
室
《
フ
ェ
ル
ト
の
ぬ
い
ぐ
る
み
―
魔
法
使
い
》
日
時
―

七
月
二
十
二
日
(
水
)
午
前
十
時
　
講
師
―
石
塚
な
お
み
氏
　
教
材

費
―
一
五
〇
円

料
理
教
室
《
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
》
日
時
―
七
月
二
十
三
日
(

木
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏

コ
ー
ラ
ス
指
導
　
日
時
―
七
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前
十
時
　
講

師
―
池
田
輝
樹
氏

◎
夏
休
み
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、夏
休
み
中
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

を
募
集
し
ま
す

。

面
接
日
―
七
月
十
二
日
(
日
)
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(
履
歴
書
持

参
)
　
ア
ル
バ
イ
ト
期
間
―
七
月
二
十
日
～
八
月
三
十
一
日
/
午
前

八
時
三
〇
分
～
五
時
(
月
曜
日
は
休
み
)
　
日
給
―
九
五
〇
～
一
一

〇
〇
円
。

く
わ
し
く
は
、
東
部
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　東部福祉事務所605- 7101　中部福祉事務所889- 1481



昭 和45 年7 月5 日 区 の お 知 ら せ 第225 号 ( 2)

―昭和44年度足立区財政状況の公表から―

区民税の負担額1 人あたり3906円

区有財産は約429億8300万円

本区財政の実態を区民のみなさまに正しく理解していただき、より一層のご協

力を得るため、財政状況の公表を毎年2回( 6月・12月) 行なっています。今回

は、6 月に足立区告示第76 号で公表された「 昭和44年10月1 日から昭和45年3 月31

日までの財 政状況」の概要についてお知らせします。なお、昭和45年度の予算

内容については、近く特集号を発行する予定です。

昭和44年度予算の概要

■ 一般会計
昭和44年度予算は、前年度に引き続いて

「経費の節減と事務の能率化」「積極的健

全財政の確立」、生活環境の整備・青少年
の健全育成・社会福祉の充実という、区政

三本の柱を中心とした「重点施策の積極的

推進」を基本方針として、昭和44年9 月末

日現在で126 億3223万9 千円を計上し、 執

行してきました。なお、下半期にはい り特

別区税、特別区 交付金、国庫支出金 等を財

源として、4 回にわたる予算の補正を行な

い ました。 その結果昭和45年3 月 末日現 在

の最終予算額は、145 億6433 万6 千円( 図1)
となりました。

下半期の補正予算を簡単 に説明し ますと

次のとおりです。

下半期の補正予算

■ 補正第3号( 44年1O月2日議決)
… … 1, 199, 943 千円

第六出張所・東栗原出張所( 建設中) に

学習室設置/西部区民福祉センターに老人

施設設置/ねたきり老人対策/中央公園・

梅島二丁目児童遊園( 仮称) の用地購入/

北千住駅前広場造成/元宿幼稚園建設/特

殊学級備品充実/新設学校体育館内部設備

/学校給食場内部設備/区債発行に伴う利

子及び支払手数料/職員の人件費

■ 補正第4 号( 44 年12月9 日議決)

… … 378, 783 千円

児 童手当の支給/ 公共溝 渠安全対策
■ 補正第5号( 44年12月9日議決)

… … 13, 461 千円

衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国

民 審査に要する経費

■ 補正第6号( 45年3月13日議決)

… … 339, 910 千円

生活保護費の減額/北千住駅前広場造成

費 の減額/ 教育センター積立金/ 花畑第一

小学校分校・柳原小学 校の校地購入/ 職員

の人件費

いっぽう、執行状況をみますと、予算現
額145億6433万6千円に対し、歳入では135

億7728万5千円が収入され、93%の収入

率、歳出では、121億3288万5千円、83%が支

出されています。収支のくわしい内容につ

いては、表―( 1) ・表―( 2) に示したとおり。

〔表―1〕

昭和44年度一般会計歳入予算収入状況
( 45. 3. 31現在)

〔表―2〕

昭和44年度一般会計歳出予算支出状況

( 45. 3. 31 現在)

昭和44 年度一般会計予算( 45年3 月31日現在)

歳入 歳出

■ 国民健康保険特別会計

区では、国民健康保険事業を特別会計と
しています。この会計は、主として保険料
と国や都の支出金でまかなわれています。
昭和44年9月末日現在の予算額は、24億
1073万9千円となっていましたが、下半期
に2 回の補正を行ないました。その結果、
昭和45年3 月末日現在、22億2911万3 千円

となり、このうち21億8708万8 千円が収入
され、収入率98%、支出額は18億1818万3
千円、支出率82%となっています。

■ 用地特別会計

昭和43年度から設置された用地特別会計
は、昭和44年9月末日現在、予算額2億30

万円となっていましたが、下半期に2回の
補正を行ない、昭和45年3月末日現在4億

72万5千円となりました。このうち70%の

2億8038万6千円が収入され、85%3億

3959万7千円が支出されています。

区民負担の概況

昭和45年3月末日現在の特別区民税の区

民負担額は、図―2に示したとおりです。

区民税負担の移り変わり

財産・公債・一時借入金

■ 区有財産
昭和45年3月末日現在、区が所有する財

産は、総額429億8383万4千円です。これ
を昭和45年4月1日現在の区の人口( 56万

9065人) 、世帯数( 17万5213世帯) で割っ

てみ ますと、一人あたり7 万5534 円、一世

帯あたり24万5323円 とな ります。

その内訳は、表―( 3) のとおりです。

〔表- 3〕

昭和44年度区有財産現況

■ 公債

昭和45年3月末日現在、公債の総額は、
22億9105万9千円で、内訳は次のとおりで
す。
社会福祉施設建設債　9885 万9千円
社会福祉施設建設

用地買収債　5460 万円
公園用地買収債　　　5 億7620万円
学校施設整備債　　　　5662 万円
学校用地買収債　　　12億0478万円
運動場用地買収債　　3 億0000万円

■ 一時借入金

歳計現金が不足する場合、予算に定める
ところにより現金を一時借入れることがで
きます。これを「一時借入金」といいます
が、3月末現在、一時借入金はありません。

東京都執行委任予算

この予算は、区の一般会計、特別会計と
は別に、都の事務事業の一部を都知事から
区が委任を受けて執行しているものです。
そのおもな内容は、区立小・中学校教職
員の給与、失業対策事業経費、母子福祉資
金貸付金などです。
昭和45年3月末日現在の執行委任額、お
よびその執行状況は表―( 4) のとおりです。

〔表―4〕

執 行 委任 額 お よ び 執 行状 況
( 45. 3. 31現在)

7
月
1
3日
で
時
効

戦
没
者
の
父
母
へ
の

特
別
給
付
金
の
支
給

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、旧

軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
で
あ
っ
た
人

が
、公
務
傷
病
に
よ
り
死
亡
し
、死

亡
当
時
戦
没
者
以
外
に
子
も
孫
も
い

な
か
っ
た
父
・
母
・
租
父
母
で
、昭

和
四
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、遺
族

年
金
・
公
務
扶
助
料
等
を
受
け
る
権

利
の
あ
る
か
た
に
対
し
て
、
十
万
円
(

国
債
)
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
請
求
権
利
が
、昭
和
四
十
五

年
七
月
十
三
日
で
時
効
と
な
り
、
そ

れ
以
後
は
請
求
権
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
か
た
は
、
至
急
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、区
役
所
福
祉
課
援
護

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

普
通
ガ
ソ
リ
ン
を

お
使
い
く
だ
さ
い

い
ま
、新
宿
区
牛
込
柳
町
の
交
差

点
な
ど
で
、自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に

よ
る
「鉛
害
」が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、ガ
ソ
リ
ン
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
鉛
が
、燃
焼
さ
れ
て

排
気
ガ
ス
と
共
に
出
て
く
る
た
め
で

す
。特
に
、ハ
イ
オ
ク
タ
ン
・
ガ
ソ

リ
ン
に
そ
の
含
有
量
が
多
い
の
で
、

な
る
べ
く
、
こ
れ
を
使
わ
な
い
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

区
役
所
を
は
じ
め
、都
や
国
の
自

動
車
は
、す
べ
て
普
通
の
ガ
ソ
リ
ン

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

読
書
や
勉
強
は
涼

し
い
環
境
で

区
立
図
書
館
ご
利
用
の
み
な
さ
ん

か
ら
、冷
房
設
備
を
い
れ
る
よ
う
強

い
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ

ま
で
設
備
の
な
か
っ
た
「千
住
・
宮

城
・
新
田
」の
各
図
書
館
に
、冷
房

設
備
を
い
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

勉
強
や
読
書
に
、冷
房
の
き
い
た

快
適
な
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ

い
。な

お
、中
央
図
書
館
は
、特
に
夏

季
の
間
は
利
用
者
が
多
く
、お
待
た

せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。な
る
べ

く
午
前
中
の
す
い
て
い
る
時
間
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
　
梅
田
七
丁
目
一
三
-

一
　
(
八
四
〇
-
四
六
四
六
)

千
住
図
書
館
　
千
住
龍
田
町
七
-
二
　

(
八
八
一
-
一
九
九
四
)

宮
城
図
書
館
　
宮
城
一
丁
目
二
七
-

八
　
(
九
一
三
-
〇
四
六
〇
)

新
田
図
書
館
　
新
田
三
丁
目
一
四
-
一
　

(
九
一
二
-
一
七
六
七
)

※
区
立
図
書
館
の
休
館
日
は
毎
月
曜
日

献
血
に
ご
協
力
を

今
月
の
日
程
は
、次
の
と
お
り
で

す
。時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
ま
で
。

▽
七
月
七
日
(
火
)
区
役
所
　
▽
十

四
日
(
火
)
花
畑
小
学
校
　
▽
二
十

一
日
(
火
)
第
三
中
半
校
　
▽
三
十

日
(
木
)
北
千
住
駅
前
(
西
口
)

中
部
福
祉
事
務
所

竹
の
塚
分
室
で
も

医
療
や
生
活
保
護
相
談

区
で
は
、中
部
福
祉
事
務
所
管
内

の
み
な
さ
ん
の
利
便
を
図
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
同
事
務
所
竹
の
塚
分
室
に
ケ
ー

ス
・
ワ
ー
カ
ー
を
常
駐
し
ま
し

た
。
生
活
に
困
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

経
済
的
理
由
で
、
医
者
に
思
う
よ
う

に
か
か
れ
な
い
と
き
な
ど
、
ど
う
ぞ

ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

分
室
の
所
在
地
―
竹
の
塚
二
丁
目

二
五
-
一
七
(
第
十
六
出
張
所
内
)
　

電
話
―
八
八
三
-
六
八
〇
〇

新
し
い
足
立
音
頭
「
歌
詞
」
募
集

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、足
立
区
の
現
況
と
特
色
を
十
分
に
盛
り

込
ん
だ
足
立
音
頭
の
「
歌
詞
」
を
、
次
の
方
法
で
募
集
し
て
い

ま

す
。
区
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
=
(
1
)
一
人
一
作
　
(
2
)
歌
詞
は
、一
番
か
ら
三
番
な
い
し
四

番
ま
で
。(
た
だ
し
、補
作
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)
　
応
募
資
格
=

足
立
区
民
の
か
た
　
応
募
締
切
=
七
月
三
十
一
日
(
金
)
　
賞
金
=
《

優
秀
作
品
》
一
点
…
十
万
円
《
佳
作
》
三
点
…
各
一
万
円
　
審

査
員
=
夢
虹
二
(
作
詞
家
)
　
沙
羅
双
樹
(
作
家
)
　
竹
内
勉
(
音

楽
評
論
家
)
　
岡
崎
十
止
雄
(
足
立
区
長
)
　
羽
田
栄
太
(
足
立
史

談
会
長
)
　
羽
住
き
み
子
(
足
立
区
連
合
婦
人
協
議
会
長
)

く
わ
し
く
は
、区
役
所
経
済
課
内
足
立
区
観
光
協
会
事
務
局
へ

□ 月おくれ盆の帰省列車着席券( 50円) は、7月12日( 日) 10時から発売　 □ 勤労青少年向け帰省列車2割引き乗車券発売… 7月10～8月20日( 国鉄・主要私鉄)


